
■

■ 本年の「リカレントスクール・造園・2015」は、第1回～第5回　全５回（裏面）で

■

■

■ 尚、昨年造園科学科は前身の東京高等造園学校が開校した大正１３年から
創立９０周年を迎えました。

主催：

共催：

(造園ＣＰＤ認定プログラム申請中）

※尚、本年は東京農大エクステンションセンターの
　　都合により１０月からの開催となります

東京農業大学造園科学科・大学院造園学専攻　

東京農業大学　東京緑友会

東京農大校友で、造園関係の仕事に就き、東京都内に居住もしくは職場を

おく人たちにより組織されているのが、「東京農業大学東京緑友会」です。

（※プログラム及び申し込みについては裏面をご覧下さい。）

東京農業大学緑友会(全国)・東京農業大学総合研究所研究会「環境緑化部会」

東京農業大学は、今年で１２４年を迎え、１６万余人の校友を擁しています。

造園科学科（造園学科）・大学院造園学専攻の卒業生（約１万人）、ならびに

今後あらゆる場面で必要となるＣＰＤポイントを取得する機会として

企画し、運営するものです。

開催する運びとなりました。必ずや新鮮な発想に出会えると思います。

コーディネーターは、造園科学科　高橋　新平 教授です。

本年も東京農大オープンカレッジとしても開催致しますが、

緑友会会員の皆様は、リカレントスクールでのお申し込みをお願いします。

なお、東京農業大学東京緑友会主催ですが、一般の方々も大歓迎です。

リカレントスクール
　　　・造園・2015

平成２７年１０月 ～ 平成 ２８年２月 （全5回）

リカレントスクールは、「造園」の小さな継続教育塾です。

本講習会は、造園ＣＰＤ協議会に加入している東京農業大学緑友会が、

緑友会会員の皆様の継続教育の受講機会を増やすとともに、



平成２７年

平成２８年

　教　　授

◆ スクールの概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・ 開催場所 ： 東京農大世田谷キャンパス　　１号館　１F　131教室　

・ 開催時間 ： １８時３０分～２０時００分　（受付は１８時より）

・

（全５回分）

（遠隔地（東京・神奈川・千葉・埼玉以外）の方は　１講座￥1,500（一般￥2,500）で受講受付致します）

◆ 受講の申し込方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・ 会場準備の都合上、参加希望者は下記の申込書により事前登録（下記ＦＡＸ）をお願いします。

・ 事前登録をしていただければ、毎回の出欠席のご連絡は必要ありません。

・ 初回参加時または事前に下記の口座へ会費をお振込下さい。事前に口座振込の方は、当日受付で振込済とお伝え下さい。

　 （お忙しい方はお時間の都合が良い回だけでも、ぜひご参加下さい。）

・ 東京農大校友はもちろんのこと、造園にご興味のある方、また造園ＣＰＤの単位取得を目的の方も、万障お繰り合わせの上、

ご参加くださいますようお願いします。

S ・ H 年卒 一般

S ・ H 年卒 一般

S ・ H 年卒 一般

S ・ H 年卒 一般

S ・ H 年卒 一般

※ 農大卒業生の方は卒業年度を、一般の方は一般に○をご記入をお願いします。　尚、用紙は切らずに送信して

下さい。　（造園科学科（造園学科）以外の方は学科名も記入下さい）

・ 事務局連絡先：東京緑友会　田丸　敬三　℡03-3719-4611 ＦＡＸ：03-3793-1852
（東光園緑化（株）内）

口座名 ： 東京緑友会 口座番号 ： 普通

銀行名 ： みずほ銀行　浜田山支店 （店番184）

※本年度は、東京農大エクステンションセンターの都合により１０月からの開催となります

第４回

東京緑友会　リカレントスクール・造園・２０1５　受講申込書

卒業生・一般 会　社　名 電　話　番　号

：

　教　　授

　          粟野　　隆　先生

\10,000（一般）￥  6,000-  （緑友会会員）

1841480

　          服部　　勉　先生

： 農大生無料
参加費

：

第５回

氏　　　名

　２月　８日（月）

東京農業大学　地域環境科学部　造園科学科

メールアドレス

　准教授

名勝庭園や文化財庭園の形式
と保全について

日本庭園とその利用と今後に
ついて

全体の総括とまとめ

リカレントスクール・造園・２０１５

文化庁　

（公財）遠山記念館

元　(公財)日本ナショナルトラスト　

東京理科大学　工学部　第一部　建築学科

名勝庭園・文化財・遺跡・建築などにみる日本の文化について

（造園ＣＰＤ認定プログラム）

　世界遺産アドバイザー第１回

第２回

第３回

　　　　　　本中　　眞 先生

　　　　　　依田　　徹　先生

　学　芸　員
茶の湯・盆栽・日本美術などに

みる日本文化について

名勝庭園や世界文化遺産の
保存について

　１月１９日（火）

１０月１４日（水）

１１月１２日（木）

１２月　８日（火） 　主任研究員

　　　　　　土井　祥子　先生

　          伊藤　裕久　先生

日本の文化遺産の概観と将来
に展開する管理運営の重要性

日本建築の特徴と庭園の
関係性について
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